
 
 
 

 

学校教育目標  自ら学び考える生徒 心豊かでたくましい生徒 心身ともに健康な生徒 
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「ありがとう」って素敵な言葉 

校長 洞派 英樹 

 

寒さの厳しい日々が続いていますが、２月４日には立春を迎えます。日の入りの時刻は、日に日に遅くなっ

ており、着実に春が近づいていることが感じられます。 

 さて、二月は「如月（きさらぎ）」と呼ばれます。寒さで更に着るものを重ねる「衣更着」が語源の一つと言

われているようです。学校生活においては、卒業や進級を控え、これまでの学びを自身の血肉として「重ね

着」し、次のステップへ備える大切な時期でもあります。 

 この時期に、生徒たちに伝えたい言葉があります。それは「ありがとう」という感謝の言葉です。 

「ありがとう」の反対語は「当たり前」だと言われています。語源である「有り難し」が示すとおり、本来、私

たちの日常は「めったに起こり得ないこと」の連続です。 

 例えば、給食。そこには食材を育てた農家の方、朝早くから調理場に立つ方、献立を考える方、そして命を

ささげた動植物たちがいます。また、私たちが安全に登校できるのは、道路を整備する人や見守ってくれてい

る地域の方々がいるからです。 

「健康でいられる」 「学ぶ場所がある」 「つながる友がいる」という奇跡 

これら無数の「有り難い」支えが、パズルのピースのように組み合わさって、私たちの「当たり前」は形作ら

れています。その一つでも欠ければ、今の日常はありません。今日と言う一日を「奇跡の積み重ね」として捉

え直したとき、目の前の景色はほんの少しだけ輝いて見えるはず。 

 特に、最高学年として学校を牽引してくれた三年生、それを支えた一、二年生の皆さんの姿を見ている

と、感謝の念に堪えません。行事の成功も、部活動での健闘も、誰かの一生懸命な姿が誰かの力になり、そこ

に「ありがとう」という心の交流があったからこそ、今の本校の落ち着いた生活があるのだと感じています。 

 また、生徒たちを家庭で支え、励まし続けてくださっている保護者の皆様、そして登下校の安全を見守り、

豊かな体験の場を提供してくださる地域の皆様。原中生を支えていてくれる皆様の存在なしに、生徒たちの

成長は語れません。 

 残り少ない令和７年度。「ありがとう」と言う言葉を、照れずに、真っすぐに伝えあえる２か月にしましょう。

感謝の気持ちを言葉にすることで、送る側も送られる側も、清々しい気持ちで春を迎えることができるはずで

す。生徒一人ひとりが、感謝を力に変えて、有終の美を飾ってくれることを願っています。 

令 和 8 年 2 月 2 日 ( 月 ) 発 行  

上 尾 市 立 原 市 中 学 校 長  洞 派  英 樹 
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日 曜 行事予定 

1 日  
2 月 3年三者面談 全校昼清掃 

3 火 3年三者面談 全校昼清掃 

4 
水 3年三者面談 全校昼清掃 

全校朝会 

5 木 専門委員会（3年生最終回） 

6 金 原市中学校生徒指導連絡協議会 

7 土  

8 日   

9 月  

10 火 第 4回学校運営協議会  

11 水 建国記念の日 

12 木 中央委員会 

13 
金 3年学年末テスト１日目①～⑤ 

小学校部活動見学  

5時間授業 昼帰りの会 

14 土   

15 日   

16 
月 第３回 PTA運営委員会（図書室） 

3年学年末テスト 2日目①～④ 

17 火  

18 
水 県公立高校志願先変更 

生徒朝会（放送委員） 

19 
木 県公立高校志願先変更 

テスト前部活動休止(～2／27) 

20 金 安全点検日、ふれあいデー  

21 土   

22 日   

23 月 天皇誕生日 

24 火  

25 水  

26 
木 県公立高校入学者選抜学力検査  

1,2年学年末テスト 1日目①～④  

４時間授業 

27 
金 県公立高校入試実技、面接  

1,2年学年末テスト 2日目①～⑤  

5時間授業 

28 土   

2月の行事予定 道徳朝会一筆に込められた「いのち」の輝き 

星野 富弘さんの生き方に学ぶ 

１月１４日（水）の道徳朝会では、全校生徒で詩画
作家、星野富弘さんの半生を辿りました。 
星野さんは、中学校の体育教師になってわずか２ヶ

月目、部活動の指導中の事故で首から下の自由を失
いました。 
事故直後の星野さんは、昨日まで当たり前にできて

いたことができない現実に打ちひしがれたといいます。
しかし、口に筆をとり、身近な野の花を描き始める中
で、彼の視点は劇的に変化しました。 
不自由さの中にあるからこそ、道端に咲く小さな花

の美しさや、周りの人の優しさに「気づく」ことができ
た。朝会では、星野さんの作品をスライドで投影しなが
ら、星野さんがどのようにして「絶望」を「希望」に換え
ていったのかを全校で考えました。 

 
 

生徒朝会（いじめ防止子どもサミット） 
 市内小中学校の代表が一堂に会し、自分たちの力で

いじめをなくすための具体的な方法を話し合う貴重な

機会です。本校の代表生徒は、他校の生徒とのグルー

プディスカッションを通じ、いじめ未然防止の取り組み

などについて意見交換を行いました。 

 
 

生徒朝会（生徒会） 
 １月２８日（水）の生徒朝会では、生徒会本部から、

今後の学校生活をより豊かにする二つの大きな柱に

ついて発表がありました。生徒会専門委員会が、いよ

いよ新体制へと移行します。また、昼の放送などを活用

し、生徒から寄せられたお便りの紹介やインタビュー、

リクエスト曲などを届けるという、生徒会ラジオの企画

です。生徒の皆さんで力を合わせて、楽しくよりよい学

校を創り上げてくれることを期待しています。 


